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１ 平成１３年１２月２７日申請（平成１３年（争）第１号）（接続に必要な工

作物の利用） 

 

（１）経過 

 

平成１３年  

１２月２７日 Ａ社から、あっせんの申請。（⇒（２）） 

２８日 委員会から、Ｂ社に対し、あっせんの申請があった旨の通

知。 

平成１４年  

１月１０日 あっせん委員（香城委員長、森永委員長代理、田中委員、

富沢委員及び吉岡委員）の指名。 

１５日 Ｂ社から、答弁書の提出。（⇒（３）） 

２３日 両当事者から意見の聴取。 

２５日 両当事者間で解決のための合意が成立。（⇒（４）） 

あっせん終了。 

 

（２）申請における主な主張 

 

ア 申請の内容 

Ｂ社の局舎において、Ａ社の伝送路と他事業者が設置する伝送装置との

間の接続（いわゆる「横つなぎ」）の実現を図るべく、Ｂ社との間のあっ

せんを求める。 

 

イ 協議不調の理由 

Ａ社は、Ｂ社局舎内での伝送路の接続とスペース確保についてＢ社と協

議を開始した。Ｂ社の提示したスペースはコロケーションルーム１室単位

が必須で賃貸料が高額となるため、Ａ社はスペース確保をあきらめ、伝送

路の接続のみを行うことにした。「横つなぎ」の協議は、平成１２年９月

から行っているが、実現していない。Ｂ社は、コロケーションを実施して

いる事業者以外には「横つなぎ」を認めないと説明しており、ケーブル運

用協定の規定に反している疑いがある。 

 

（３）答弁書における主な主張 

 Ａ社が申請したあっせんを求める事項は適当でないものとして、あっせん

をしないか、又はＡ社の求めの文面に拘泥することなく合理的な内容のあっ
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せんをなす旨の判断をすることを求める。 

 ケーブル運用協定では、契約当事者間の紛争処理手続が定められており、

今回のあっせん申請は、この条項に反している。 

 Ａ社には、その主張する方式での「横つなぎ」を求める必要性がない。 

 セキュリティの確保のため、局舎の利用事業者には、専用のコロケーショ

ンルームの割当てを受け、公平かつ適正な費用負担を行うことを求めており、

これを行うことなく「横つなぎ」をすることは、Ａ社のみに特別に有利な取

扱いを行うことになり許されない。 

 

（４）主な合意事項 

 

 新たにコロケーション契約（仮称）（コロケーションルームを２分し、一

方のスペースを双方合意の対価で貸与）を締結し、「横つなぎ」を可能とす

る。 

 


